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礫集中が発見された直後の様子
（下の写真の黄色破線内）

竪穴住居址の上端
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▲農学部実験実習棟地点第 2号竪穴住居址
　（HP02）で確認された礫集中（擦文後期）

▲応用電気研究所前地点の竪穴住居址で確認され
た礫集中（擦文後期）

▲職員厚生施設地点の竪穴住居址で確認された
礫集中（擦文後期）



▲▲

0 5 10 15 20 25 30

50g

51 75

76 100

101 125

126 150

151 175

176 200

201 225

226 250

251g

（点）

　↑
カマド

0

1

2

3

4

5

6

7

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

(

c
m)

(cm)

北方生物圏　HP101礫集中

農学部　HP02礫集中01
農学部　HP02礫集中02
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